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一般社団法人青森県畜産協会 

平成27年度 事 業 報 告 
 

 

Ⅰ 法人の概況 
 

１．設立年月日  昭和４９年２月８日 

協会は、昭和４９年２月８日に(社)青森県家畜畜産物衛生指導協会として設立。平成１５年７

月１日に(社)青森県家畜畜産物衛生指導協会を存続法人として、(社)青森県畜産会及び青森県肉

用牛協会が再編統合し名称を「(社)青森県畜産協会」に変更した。 

平成２０年６月１日に青森県草地畜産協会と統合。更に平成２２年４月１日に(社)青森県畜産

物価格安定基金協会と合併した。 

平成２５年４月１日に青森県知事から移行認可を得て「一般社団法人青森県畜産協会」に移行

した。 

 

２．定款に定める目的 

協会は、畜産経営の安定向上及び安全で良質な畜産物の生産と流通に関する事業を行い、畜産

の振興に寄与することを目的とする。 

 

３．定款に定める事業内容 

（１）畜産に係る生産の振興及び経営技術の指導に関する事業  

（２）畜産に係る調査・研究及び情報の収集・提供並びに畜産指導員の教育及び養成に関する事業 

（３）畜産農家等が組織する団体の運営の指導に関する事業 

（４）草地基盤や自給飼料に係る調査・指導及び放牧促進に関する事業 

（５）畜産物に係る普及啓発及び流通・消費拡大に関する事業 

（６）経営安定のための肥育牛及び肥育豚に係る生産者積立金及び補填金の交付等に関する事業 

（７）肉用子牛生産安定等特別措置法に基づく肉用子牛生産者補給金の交付等に関する事業 

（８）家畜の健康保持等に係る技術指導及び予防接種並びに家畜伝染病の発生時における損失補填

金の交付等に関する事業 

（９）農場の生産衛生の指導及び検査並びに畜産物の安全性確保に関する事業 

（10）その他協会の目的を達成するために必要な事業 

 

４．所管官庁に関する事項  青森県 農林水産部 畜産課 
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５．会員の状況 

区 分 
年度当初 

会 員 数 

27年度 年度末 

会 員 数 
備 考 

増 減 

正 会 員 ８４   ８４  

賛助会員      ２ ２  ４ 津軽地域馬肉振興協議会 
サージミヤワキ(株) 

計    ８６ ２  ８８ 

 

６．主たる事務所  青森市中央二丁目１番１５号（畜連ビル２Ｆ） 

 

７．役員に関する事項 

（１）役員の異動 

区 分 氏  名 所 属 団 体 年月日 

任期記満了 

就任・理事 
戸 田   衛 六ヶ所村 村長 H27.6.18 

任期記満了 

就任・理事 
酒 井 一 由 

ゆうき青森農業協同組合  

代表理事組合長 
H27.6.18 

任期記満了 

就任・理事 
丸 井 幸 悦 

(一社)青森県配合飼料価格安定 

基金協会 専務理事 
H27.6.18 

任期記満了 
就任・専務理事 

菅   慶一郎 学識経験 H27.6.18 

任期記満了 

就任・監事 
澤 田   恵 

三戸畜産農業協同組合 

代表理事組合長 
H27.6.18 

任期記満了 
退任・専務理事 

山 田 育 夫 学識経験 H27.6.18 

任期記満了 

退任・理事 
青 野 正 宣 

(一社)青森県配合飼料価格安定 

基金協会 理事長 
H27.6.18 

任期記満了 

退任・監事 
川 村 慎 一 

法量牧野畜産農業協同組合 

代表理事組合長 
H27.6.18 

退任・理事 山 口 眞 譽 (公社)青森県獣医師会 常務理事 H28.3.31 

 

８．職員に関する事項 

前期末 

職員数 
増 減 

本年度末 

職員数 
平均年齢 

平均勤続 

年 数 
備考 

11 1 3 9 44.3 14.7  

 

山田 育夫 川島 直雄人 

森山 芳伸 

田中 真位 

    

 （正職員７名、臨時２名、非常勤を除く。） 
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９．総会及び理事会の開催に関する事項 

（１）第１回理事会 

期日場所：平成２７年５月２６日、ラ・プラス青い森 

議  案：第１号議案 平成２６年度事業報告及び計算書類等の承認について 

        第２号議案 平成２７年度会費及び賛助会費の額並びに徴収方法について 

        第３号議案 平成２７年度借入金限度額及び取引金融機関の承認について 

        第４号議案 平成２７年度事業計画及び収支予算の決定について 

          第５号議案 各種業務方法書の一部変更について 

                      （肉用牛肥育経営安定特別対策事業、獣医師修学資金貸与事業、家

畜防疫互助事業） 

第６号議案 各種事業の推進について 

         ① 家畜防疫互助事業の事務委託先の承認について 

         ② 業務対象年間終了時における生産者積立金等の取扱について 

第７号議案 賛助会員の入会について 

第８号議案 公益社団法人への移行について 

第９号議案 指定獣医師の委嘱について 

第10号議案 任期満了に伴う役員候補者について 

        第11号議案 第１２回定時総会の開催期日及び提出議案について 

        第12号議案 第２回理事会の開催について 

〔報告事項〕（１）業務の執行状況について 

         （２）公益目的支出計画実績報告書について 

 

（２）第１２回定時総会 

期日場所：平成２７年６月１８日、ラ・プラス青い森 

議  案：第１号議案 平成２６年度事業報告及び計算書類の承認について 

第２号議案 平成２７年度会費及び賛助会費の額並びに徴収方法について 

第３号議案 平成２７年度事業計画書及び収支予算書の報告について 

第４号議案 役員の改選について 

 

（３）第２回理事会 

期日場所：平成２７年６月１８日、ラ・プラス青い森 

議  案：第１号議案 会長（代表理事）、副会長及び専務理事の選任について 

 

（４）第３回理事会 

期日場所：平成２７年１２月８日、ラ・プラス青い森 

議  案：第１号議案 預り運営基金返還並びに資金の寄託（受入）について 

        第２号議案 平成２７年度事業計画書及び収支予算書の変更（補正）について 

        第３号議案 新理事の取引（利益相反）の承認について 

第４号議案 賛助会員の入会について 

       第５号議案 指定獣医師の委嘱について 
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        第６号議案 家畜衛生関係業務方法書の一部変更について 

          第７号議案 特定個人情報等取扱規程の制定について 

第８号議案 中期経営改善計画について 

〔協議事項〕（１）役員の損害賠償に係る保険について 

〔報告事項〕（１）業務の執行状況について 

（２）その他 

 

（５）第４回理事会 

期日場所：平成２８年２月２９日、ラ・プラス青い森 

   議  案：第１号議案 平成２７年度事業計画書及び収支予算書の変更（補正）について 

        第２号議案 予防接種手数料の設定について 

         第３号議案 平成２８年度事業計画書及び収支予算書（暫定）について 

        第４号議案 重要な使用人（職員）の承認について 

        第５号議案 肉用牛肥育経営安定特別対策事業の推進について 

          第６号議案 平成２８年度定時総会・理事会の開催について 

〔報告事項〕（１）業務の執行状況について 

（２）公社等経営評価書について 

（３）畜産クラスター事業（機械導入）について 

 

10．監査会等の実施状況 

（１）監事会 

期日場所：平成２７年５月２１日、青森県畜産協会 会議室 

  監査事項：平成２６年度会計事務及び業務に関する監査について 

 

（２）三上公認会計士事務所による会計事務等の調査・指導 

① 平成２７年５月１９日、 平成２６年度決算に係る財務調査・指導について 

  ② 平成２７年１１月２５日、平成２７年度中間財務調査・指導について 

  ③ 平成２８年３月７日、  平成２７年度中間財務調査・指導について 

④ 平成２８年３月３１日、 予防事業ワクチン在庫の現地確認調査（八戸市、十和田市） 

 

11.基金に関する事項 

（１）預り運営基金（正会員等64団体）                    （単位：円） 

区 分 
価格安定 

家畜衛生 合計 
肉用子牛 肉 豚 (計) 

期首残 259,260,000 178,100,000 437,360,000 81,000,000 518,360,000 

増 減 0 0 0 △ 43,740,000 △ 43,740,000 

期末残 259,260,000 178,100,000 437,360,000 37,260,000 474,620,000 

注：肉用子牛に全国肉用牛振興基金協会からの5,000,000 円を含む 

 



5 
 

 

（２）寄 託 金                             （単位：円） 

団 体 名  家畜衛生 備  考 

地区家畜衛生推進協議会 

（5地区） 

期首残 0  

増 43,740,000  

取 崩 △ 4,374,000  

期末残 39,366,000  

 

12．会員名簿 

（１）正会員                                H28.3.31 現在 

№ 会  員  名 № 会  員  名 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

青  森  県 

青  森  市 

弘  前  市 

八  戸  市 

黒  石  市 

五 所 川 原 市 

十 和 田 市 

三  沢  市 

む  つ  市 

つ が る 市 

平  川  市 

平  内  町 

今  別  町 

外 ヶ 浜 町 

蓬  田  村 

鯵 ヶ 沢 町 

深  浦  町 

藤  崎  町 

鶴  田  町 

中  泊  町 

野 辺 地 町 

七  戸  町 

六  戸  町 

横  浜  町 

東  北  町 

お い ら せ 町 

六 ヶ 所 村 

大  間  町 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

(公社)青森県獣医師会 

(一社)青森県配合飼料価格安定基金協

会 

(一社)青森県養豚協会 

青森県養鶏協会 

青森農業協同組合 

つがるにしきた農業協同組合 

ごしょつがる農業協同組合 

つがる弘前農業協同組合 

津軽みらい農業協同組合 

十和田おいらせ農業協同組合 

ゆうき青森農業協同組合 

おいらせ農業協同組合 

八戸農業協同組合 

東青畜産農業協同組合 

三戸畜産農業協同組合 

五戸畜産農業協同組合 

三本木畜産農業協同組合 

青森県七戸畜産農業協同組合 

田名部畜産農業協同組合 

大間町畜産農業協同組合 

斗南丘酪農農業協同組合 

東青地区家畜衛生推進協議会 

三八畜産衛生協議会 

上十三地区家畜衛生推進協議会 

むつ地区家畜衛生推進協議会 

津軽地方家畜衛生推進協議会 

(公社)あおもり農林業支援センター 
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29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

東  通  村 

佐  井  村 

三  戸  町 

五  戸  町 

田  子  町 

南  部  町 

階  上  町 

新  郷  村 

青森県農業協同組合中央会 

全国農業協同組合連合会青森県本部 

全国共済農業協同組合連合会青森県本

部 

青森県農業共済組合連合会 

青森県畜産農業協同組合連合会 

青森県軽種馬生産農業協同組合 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

中部上北広域事業組合 

つがる市屏風山畜産組合 

袖平牧野畜産農業協同組合 

田代牧野畜産農業協同組合 

深持牧野畜産農業協同組合 

奥瀬牧野畜産農業協同組合 

法量牧野畜産農業協同組合 

(農)和平高原開発農場 

(農)北栄トラクター利用組合 

(農)吹越台地飼料生産利用組合 

青森シャモロック生産者協会 

青森県養蜂協会 

雪印種苗㈱十和田営業所 

ヤンマーアグリジャパン㈱青森推進部 

北原電牧㈱ 

 

（２）賛助会員 

№ 会  員  名 № 会  員  名 

1 青森県農業信用基金協会 3 津軽地域馬肉振興協議会 

2 青森県動物薬品器材協会 4 サージミヤワキ(株)札幌営業所 
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13．役員名簿 

                                                             H28.3.31 現在 

役 職 氏    名 区分 所 属 団 体 

会  長 渡 部   毅 非常勤  学識経験者（元 十和田湖町町長） 

副 会 長 山 崎 憲 久 非常勤  上十三地区家畜衛生推進協議会 会長 

副 会 長 井 上 主 税 非常勤  全国農業協同組合連合会青森県本部 運営委員 

専務理事 菅   慶一郎 常 勤  学 識 経 験 者 

理  事 小山田   久 非常勤  十 和 田 市 市長 

理  事 小 又   勉 非常勤  七  戸  町 町長 

理  事 戸 田   衛 非常勤  六 ヶ 所 村 村長 

理  事 三 浦 正 名 非常勤  三八畜産衛生協議会 副会長（五戸町長） 

理  事 福 島 弘 芳 非常勤 津軽地方家畜衛生推進協議会 会長（つがる市長） 

理  事 山 内 正 孝 非常勤  青森県畜産農業協同組合連合会 代表理事会長 

理  事 布 施   久 非常勤 (一社)青森県養豚協会 会長理事 

理  事 酒 井 一 由 非常勤 ゆうき青森農業協同組合 代表理事組合長 

理  事 丸 井 幸 悦 非常勤 
(一社)青森県配合飼料価格安定基金協会 専務理

事 

理  事 竹 内 広 之 非常勤 青森県農業共済組合連合会 理事 

代表監事 白 戸 勝 一 非常勤  学識経験者（ごしょつがる農協 組合長） 

監  事 澤 田   恵 非常勤  三戸畜産農業協同組合 代表理事組合長 
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Ⅱ 事業別実績概要 

 

 一 般 会 計  

１ 経営支援対策  （継続１） 

１．補助事業 

（１）肉用牛肥育経営安定特別対策事業（機構補助・事業費 8,632,000円＋1,010,000円） 

肉用牛肥育経営の収益性が悪化した場合に、生産者の拠出と国の助成により造成した基金か

ら、粗収益と生産費との差額の８割を補填することにより、肉用牛肥育経営の安定を図る制度

で、肉用牛生産基盤の拡大に寄与するものである。なお、粗収益が生産費を下回ったため、平

成23年7月期から毎月補填となり、かつ平成26年4月から補填金の算定に利用する配合飼料制度

の額の決定時期が変更になったため、それに併せて補填金の概算払及び精算払を実施した。さ

らに平成27年2月期から平成28年1月期（平成28年3月交付実績）までの期間において補填金の交

付を行い経営の安定に資した。 

① 対象家畜： 

区   分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 計 

積立金取扱頭数 5,079頭 5,163頭 20,496頭 30,738頭 

 

② 交付条件：１頭当たりの生産費と粗収益との差額分の８割 

③ 補填金の交付及び基金管理に要する事務 

④ 事業推進委託等（事務委託先： 16団体） 

⑤ 補填金の交付状況                              （単位：円） 

区  分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 計 

平成27年2～3月期 0 2,349,600 202,644,300 204,993,900 

平成27年4～28年1月期 0 14,787,800 110,918,400 125,706,200 

計 0 17,137,400    313,562,700 330,700,100 

 

⑥ 平成 27年度 生産者積立金単価 

区  分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 備 考 

１頭当たり積立金 40,000円 100,000円 68,000円  

 
生産者（1/4） 10,000円 25,000円 17,000円  

機 構（3/4） 30,000円 75,000円 51,000円  

   

⑦ 肉用牛肥育経営緊急支援 

福島第一原子力発電所の事故発生以降に収集された放射性セシウムを含む稲わらが給与さ

れた肉用牛から、食品衛生法の暫定規制値を越える放射性セシウムが検出されたことに伴い、

被害を受けた肉用牛肥育経営の支援を図る目的から、(独)農畜産業振興機構の補助を受け緊急

支援金を平成23年度に交付した。 

   平成 25 年度民間グループ被災畜産農家支援活動推進事業において実施してきた事務内容等
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が平成26年度から肉用牛肥育経営安定特別対策事業に繰入れられた。 

   平成 23 年度肉用牛肥育経営緊急支援事業において、78 事業対象者へ交付した緊急支援金

1,324,800,000 円（26,496 頭×50,000 円）について、年度計画で返還を行い支払計画書に基づ

き返還された額を(独)農畜産業振興機構へ返還し、今年度で返還が完了した。 

ア 今年度の緊急支援金の(独)農畜産業振興機構への返還実績 

区 分 返還実績頭数 返還実績額 備 考 

第 13回返還(H27.5.15) 247 12,350,743  (利息 743円) 

 

（２）地域畜産支援指導等体制強化事業（地全協補助・事業費 6,853,000円） 

畜産農家の安定的経営を目途に基幹職員を配置し、国及び県等の各種事業の推進による畜産

指導を効果的に行う体制を整備強化した。 

ア 畜産経営の支援体制強化（内数で事業費 4,063,640円） 

イ 地域畜産の活性化、安全かつ安定的な食の提供 

ウ 馬事普及啓発の推進体制の強化 

 

（３）堆肥利用ネットワーク推進事業（地全協補助・(2)の内数で事業費 696,840円） 

耕畜連携のもと、堆きゅう肥の利用促進を図るため普及啓発活動を実施した。 

 ア 相談窓口の設置 4件、畜産堆肥展示会 6回 

イ 堆きゅう肥品評会 1回、審査会、検討会の開催 2回 

    ウ ホームページによる情報提供  12回 

エ 堆肥実態調査 4件 

 

（４）女性農業者支援体制強化事業（地全協補助・(2)の内数で事業費 170,748円） 

畜産をめぐる厳しい情勢に対応するため、女性の経営意識を高め、地域一丸となって生産技 

術の向上に努める必要がある。よって、畜産に携わる女性を中心とした研修会等を開催し、生 

産技術の向上を図った。 

     第 13回モーモー母ちゃんの集い（H28.1.29 十和田市）59名 

 

（５）県産食肉普及拡大推進事業（地全協補助・(2)の内数で事業費 1,070,014円） 

   ①県産食品消費拡大のための検討会 7回（野辺地町、五戸町、六戸町、三戸町、田子町、青

森市、東京都） 

   ②県産食品に係る普及啓蒙活動 13回 

・短角牛のＰＲ活動：4回（横浜町、青森市、十和田市、八戸市） 

・青森シャモロックのＰＲ活動：6回（青森市3回、板柳町、六戸町、弘前市） 

・県産豚肉のＰＲ活動：1回（青森市） 

・県産牛乳の試飲ＰＲ活動：１回（弘前市） 

・県産はちみつのＰＲ活動：1回（青森市） 

 

（６）地域畜産振興事業（地全協補助・(2)の内数で事業費 560,295円） 

   地域の畜産振興を図るため各地域の畜産共進会等に支援を行った。 
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（７）馬事活性化推進事業（地全協補助・(2)の内数で事業費 291,463 円） 

地方競馬の活性化、畜産の普及啓発と県内畜産物の消費拡大を図るため、盛岡競馬の開催に

合わせ畜産フェアを開催した。 H27.10.18 岩手県盛岡市、県産畜産物200個を配布 

 

（８）畜産特別資金等推進指導事業（中央畜産会補助・事業費 8,537,560円） 

畜産特別資金が必要であると思慮される経営体の早期把握に努め、事業の適正かつ円滑な実

施を図るため、融資機関及び借入者に対する必要な指導その他必要な支援を行った。 

① 計画作成指導（借入希望者 6戸、貸付実行者 4戸、現地指導 6戸） 

② 改善計画見直指導 

資 金 名 借 入 者 経営分析による指導 現地指導 

畜産経営維持緊急支援資金 7 戸 6 戸 6 戸 

 

③ 改善計画達成指導 

資 金 名 借 入 者 経営分析による指導 現地指導 濃密指導 

大家畜経営改善支援資金 

大家畜経営活性化資金 

畜産経営維持緊急支援資金 

0 戸 

  1    

7    

0 戸 

  1    

   6    

0 戸 

1    

6    

0 戸 

  0    

6    

計 8    7    7    6    

 

２．委託事業 

（１）畜産経営支援指導体制確立事業（県委託・事業費 3,701,000円） 

高度な技術を基盤とした生産性の高い畜産経営体を広範かつ急速に育成するため、畜産経営

体の経営・生産技術の高度化に対する支援・指導を行い畜産の振興を図った。 

① 畜産経営体支援指導研究会        1回 

② 地域指導相談窓口の配置        2か所（青森市）、 

相談件数73件、セミナー等の開催18回 

③ 畜産経営技術の総合支援個別支援     146件 

④ ホームページによる情報提供           12回更新 

⑤ 畜産情報のデータベース蓄積と経営支援（巡回支援指導 10戸） 

 

（２）あおもり和牛全国評価向上対策事業（県委託・事業費 310,000 円） 

   県内の繁殖雌牛の分娩間隔短縮による子牛の生産性向上を図るため、関係団体が所有する繁

殖成績情報を集積・データベース化して繁殖管理台帳を作成し、生産者及び指導機関に配布し

た。（同意・配布戸数 487戸） 

 

（３）こだわり県産牛肉生産推進事業（県委託・事業費 540,000 円） 

   多様な消費者ニーズに対応し、低コストとうまみを両立できる赤身牛肉の生産システムを確

立するため、県内消費者の牛肉購入動向調査及び県内外食肉流通業者、小売業者への牛肉購買

意向調査を実施した。 
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（４）畜産経営における女子力発揮推進事業（中央畜産会委託・事業費 735,020 円） 

   畜産を核とした地域活性化には、畜産に携わる女性が活躍することが求められており、地域

のリーダー候補者の育成のため研修会及び交流会を開催した。 

    勉強会 3回、交流会 2回 

 

（５）畜産現場における障がい者参画推進支援事業（中央畜産会委託・事業費 287,659＋276,177 円） 

   障がい者の畜産現場への就労参画を推進するため、就業環境や就業条件の課題など調査を行

った。また、この調査結果に基づき中央畜産会が現地調査を実施した。 

 

（６）畜産クラスター全国実態調査事業（中央畜産会委託・事業費 240,000円） 

畜産クラスターの取組推進に係る経営体の指標作成のための調査を行った。（3戸） 

 

（７）畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（中央畜産会委託・事業費 262,869円） 

   畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業のうち機械導入事業について、事業の連絡調整及

び事業参加要望書の取りまとめなどの事業の円滑な推進を図った。 

 

（８）貸付事業指導等事業（畜産近代化リース協会委託・事業費 546,301円） 

畜産経営の近代化と体質強化を図るため、畜産関係機械施設のリース事業により整備したト

ラクター等飼料生産利用設備及び生乳生産合理化施設の利用状況調査・指導並びに新規開拓に

係る調査を行った。 

① 利用状況調査・指導：34戸、基数：40基 

② 新規開拓調査：5農協本支店 

 

（９）草地難防除雑草駆除対策事業（日本草地畜産種子協会委託・事業費 405,432円+31,950円） 

草地の生産性向上を図る上で課題となっている難防除雑草の駆除対策として農業者団体が

難防除雑草の繁茂した生産性の低い草地から高位生産草地への転換を図るための支援を行った。

（調査分析：1/2以内、草地転換：上限17千円/10a）、 

草地転換面積 46.9ha、事業参加戸数 19戸 

 

（10）あおもり短角牛地産地消推進事業（推進協議会委託・事業費 150,620 円） 

   県産の短角牛の消費拡大及び普及啓発を図るため、消費者向けのセールスプロモーションを

開催した。 

 

３．協会単独事業（自主事業） 

（１）肉用牛肥育経営安定対策推進事業（事業費 6,172,000円） 

肉用牛肥育経営安定対策事業の円滑な推進を図るために事務委託先 16団体に対し、委託事 

務に要する経費等を助成した。 

（２）畜産振興対策事業（事業費 295,164円） 

  ① 広報事業 

生産技術の普及向上のため、各地域の畜産共進会に副賞を授与した。また、「畜産協会だよ

り」を３回（900部）発行し配布した。 
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   ② その他畜産振興に対する支援を行った。 

 

（３）草地支援対策事業（事業費 6,415円） 

草地畜産に関する普及啓発活動を実施した。 

 

４．馬事畜産振興対策事業 

  青森県馬事畜産振興協議会を通じて盛岡競馬場の観戦ツアーを開催した。 

    盛岡競馬場観戦ツアー（H27.10.18 岩手県盛岡市）73名 

 

５．養蜂対策事業 

  青森県養蜂協会の事務局として「はちみつ品評会」を開催し、はちみつの品質向上を図った。 

   はちみつ品評会  H27.12.24 八戸市、出品数 50点 

 

 

 特 別 会 計  

１．肉用牛肥育経営安定特別対策特別会計 （事業費 2,201,947,202円） 

肉用牛肥育経営安定特別対策事業の生産者積立金の徴収及び基金管理の適正な運営を図った。 

 

平成27年度(4～3月)基金管理状況 

                                         平成 28年 3月 31日現在 

区   分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 計 

期首残高 583,425,522 756,184,422 1,420,734,971 2,760,344,915 

収 

 

入 

生産者積立金 64,512,000 154,550,000 424,848,000 643,910,000 

機構補助金 182,766,000 434,775,000 1,185,447,000 1,802,988,000 

肥育牛補填金返還額 43,800 0 0 43,800 

受 取 利 息 112,325 160,008 299,069 571,402 

計 247,434,125 589,485,008 1,610,594,069 2,447,513,202 

基金累計額 830,859,647 1,345,669,430 2,532,302,271 5,207,858,117 

支

出 

補填金交付額 0 17,137,400 324,183,700 341,321,100 

積立金返戻額 0 0 0 0 

計 0 17,137,400 324,183,700 341,321,100 

基金残額 830,859,647 1,328,532,030 2,707,145,340 4,866,537,017 
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２ 価格安定対策  

１．補給金事業 

（１）肉用子牛生産者補給金制度（機構補助・積立助成金 25,079,650円、補てん金 0円） 

肉用子牛の再生産の確保と農業経営の安定を図るため肉用子牛の価格が低落し国の定める

保証基準価格を下回った場合にその価格差を補てんする肉用子牛生産者補給金制度を実施した。 

平成 27 年度は第６業務対象年間の初年度であり補給金交付契約の更新時期であったが、生

産者の高齢化による廃業等が多く、今業務対象期間の契約者数は前業対比69.0％の 756名とな

った。子牛の個体登録頭数は、乳用種の登録頭数が大きく減少したため、前年比86.5％の 9,838

頭となった。 

今年度も子牛分娩頭数の減少は続き、子牛市場価格が高値で推移したため、全ての品種にお

いて生産者補給金の発動はなかった。 

 

① 生産者補給金交付契約締結状況 

                    （単位：戸） 

区分 個人 農協 
農事組

合法人 

株式 

会社 

有限 

会社 
市町村 その他 計 

25年度末 1,067 5 3 3 9 1 0 1,088 

26 年度末 1,075 5 3 3 9 1 0 1,096 

27 年度末 742 3 2 4 4 1 0 756 

 

 

② 事務委託先契約締結状況 

                       （単位：件） 

区    分 総合農協 専門農協 そ の 他 計 

25年度末 9 4 1 14 

26年度末 9 5 1 15 

27年度末 9 5 1 15 

 

 

③ 契約肉用子牛個体登録頭数の内訳 

                   （単位：頭） 

区 分 

 

品種区分 

平成27年 

1月 1日 

～ 

3月31日 

 

4月 1日 

～ 

6月30日 

 

7月 1日 

～ 

9月30日 

 

10月 1日 

～ 

12月31日 

 

1月～ 

12月 

合 計 

平成28年 

1月 1日 

～ 

3月31日 

 

黒毛和種 

 

継続 240 159 203 322 924 232 

新規 824 646 748 925 3,143 790 

計 1,064 805 951 1,247 4,067 1,022 

 

褐毛和種 

 

継続 0 0 0 0 0 0 

新規 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 0 
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その他 

肉専用種 

継続 3 4 8 16 31 12 

新規 18 15 48 46 127 8 

計 21 19 56 62 158 20 

 

乳用種 

 

継続 0 1 0 0 1 0 

新規 900 806 811 811 3,328 1,100 

計 900 807 811 811 3,329 1,100 

 

乳用交雑種 

 

継続 2 3 1 0 6 0 

新規 639 675 532 432 2,278 585 

計 641 678 533 432 2,284 585 

 

合 計 

 

継続 245 167 212 338 962 247 

新規 2,381 2,142 2,139 2,214 8,876 2,485 

計 2,626 2,309 2,351 2,552 9,838 2,732 

 

④ 保証基準価格と合理化目標価格 

                                                  （単位：円／頭） 

品種区分 黒毛和種 褐毛和種 その他肉専用種 乳用種 乳交雑種 

保証基準価格 332,000 303,000 217,000 130,000 199,000 

合理化目標価格 277,000 255,000 147,000 88,000 144,000 

 

⑤ 指定肉用子牛の規格 

 

肉用子牛の種別 体  重 

黒 毛 和 種 250キログラム以上 320キログラム以下 

褐 毛 和 種 260キログラム以上 330キログラム以下 

無 角 和 種 200キログラム以上 270キログラム以下 

日本短角種 200キログラム以上 280キログラム以下 

アンガス種及びヘレフォード種 260キログラム以上 310キログラム以下 

ホルスタイン種（雌を除く） 250キログラム以上 330キログラム以下 

ホルスタイン種を母とする交雑種 260キログラム以上 320キログラム以下 

 

⑥ 平均売買価格 

                           （単位：円） 

品種区分 

区 分 
黒毛和種 褐毛和種 

その他 

肉専用種 
乳用種 

乳用 

交雑種 

平成27年 1月 1日～ 3月31日 614,000 518,600 361,900 167,700 357,400 

平成27年 4月 1日～ 6月30日 645,400 539,200 338,900 195,600 373,900 

平成27年 7月 1日～ 9月30日 664,100 573,600 328,900 236,400 377,800 
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平成27年10月 1日～12月31日 707,700 623,300 484,500 262,300 389,800 

 

⑦ 生産者積立金造成内訳 

                      （単位：頭、円） 

品 種 
個体登

録頭数 

積立金 

単価 

積立金 

所要額 

負 担 区 分 

機構 
(1/2) 

青森県 
(1/4) 

生産者 
(1/4) 

黒毛和種 

継続 
399 2,200  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

 
376,950 

 525 1,200 

新規 
1,470 2,200  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

1,310,400 
1,673 1,200 

計 4,067 － 6,749,400 3,374,700 1,687,350 1,687,350 

 

 

褐毛和種 

 

継続 
0 11,900  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

 
0 
 0 4,600 

新規 
0 11,900  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

 
0 
 0 4,600 

計 0 － 0 0 0 0 

その他 

肉専用種 

継続 
7 24,400  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

117,100 
24 12,400 

新規 
33 24,400  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

492,700 
94 12,400 

計 158 － 2,439,200 1,219,600 609,800 609,800 

 

 

乳用種 

 

継続 
1 12,700  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

3,175 
0 6,400 

新規 
1,706 12,700  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

8,011,750 
1,622 6,400 

計 3,329  32,059,700 16,029,850 8,014,925 8,014,925 

乳用 

交雑種 

継続 
5 5,000  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

6,850 
1 2,400 

新規 
1,314 5,000  

－ 
 

 
－ 
 

 
－ 
 

2,220,900 
964 2,400 

計 2,284 － 8,911,000 4,455,500 2,227,750 2,227,750 

 

合 計 

 

継続 962 － － － － 504,075 

新規 8,876 － － － － 12,035,750 

計 9,838 － 50,159,300 25,079,650 12,539,825 12,539,825 

（注）個体登録頭数は平成27年1月～12月分 
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契約生産者１頭当たり積立金額              （単位：円） 

品 種 負 担 金 備 考 

黒毛和種 
550 1～ 6月 

300 7～12月 

褐毛和種 
2,975 1～ 6月 

1,150 7～12月 

その他肉専用種 
6,100 1～ 6月 

3,100 7～12月 

乳 用 種 
3,175 1～ 6月 

1,600 7～12月 

乳用交雑種 
1,250 1～ 6月 

600 7～12月 

 

⑧ 生産者積立金及び生産者積立準備金管理状況 

（単位：円） 

保証基準価格の品種区分 

区   分 
黒毛和種 褐毛和種 

その他 

肉専用種 
乳用種 乳用交雑種 合 計 

１ 

 

期

首

残

高 

 

①生産者積立金 0 0 0 0 0 0 

②生産者積立準備金 - - - - - 468,251,924 

内

訳 

③生産者の負担金充当分 - - - - - 125,426,876 

④県の生産者積立助成金充当分 - - - - - 136,395,742 

⑤機構の生産者積立助成金充当分 - - - - - 206,429,306 

２ 

 

生

産

者

積

立

金

積

立

実

績 

⑥生産者積立金純増加額（⑨+⑫+⑮+⑱） 4,685,100 0 1,712,300 24,041,600 6,676,400 37,115,400 

⑦生産者積立準備金からの繰入額（⑩+⑬+⑯） 2,064,300 0 726,900 8,018,100 2,234,600 13,043,900 

⑧                  計 6,749,400 0 2,439,200 32,059,700 8,911,000 50,159,300 

内 

 

 

 

 

訳 

生産者 

⑨負  担  金 1,310,400 0 492,700 8,011,750 2,220,900 12,035,750 

⑩生産者積立準備金③からの繰入額 376,950 0 117,100 3,175 6,850 504,075 

⑪ (小計) 1,687,350 0 609,800 8,014,925 2,227,750 12,539,825 

県 

⑫生産者積立助成金 0 0 0 0 0 0 

⑬生産者積立準備金④からの繰入額 1,687,350 0 609,800 8,014,925 2,227,750 12,539,825 

⑭ (小計) 1,687,350 0 609,800 8,014,925 2,227,750 12,539,825 

機構 

⑮生産者積立助成金 3,374,700 0 1,219,600 16,029,850 4,455,500 25,079,650 

⑯生産者積立準備金⑤からの繰入額 0 0 0 0 0 0 

⑰ (小計) 3,374,700 0 1,219,600 16,029,850 4,455,500 25,079,650 

その他 
⑱生産者積立金とすることを指定して寄附

又は補助された財産 
0 0 0 0 0 0 

３ 

 

他

の

資

産

か

ら

⑲特別の積立金から生産者積立金への繰入額 0 0 0 0 0 0 

⑳調整積立金から生産者積立金への繰入額 0 0 0 0 0 0 

21 生産者補給金に充てるための全国協会等からの借入金額 0 0 0 0 0 0 

22 生産者積立金に係る運用果実 764 0 251 3,549 856 5,420 

23 他資金から生産者積立金への繰入額 0 0 0 0 0 0 

24 生産者補給金交付額（生産者積立金部分） 0 0 0 0 0 0 
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の

繰

入

状

況

等 

25 生産者積立金からの借入金返済額 0 0 0 0 0 0 

26 他資金からの繰入による借入金返済額 0 0 0 0 0 0 

27 他の資金から生産者積立準備金への繰入額 0 0 0 0 0 0 

28 生産者積立準備金に係る運用果実 - - - - - 27,360 

29 生産者積立金から生産者積立準備金への繰入額 0 0 0 0 0 0 

30 生産者積立準備金からの返還額（生産者分） - - - - - 109,904,579 

31 生産者積立準備金からの返還額（県分） - - - - - 0 

32 生産者積立準備金からの返還額（機構分） - - - - - 206,439,401 

４ 

 

期

末

残

高 

33 生産者積立金(①+⑧+⑲+⑳+21+22+23-24-25-26-29) 6,750,164 0 2,439,451 32,063,249 8,911,856 50,164,720 

34 生産者積立準備金(②-⑦+27+28+29-30-31-32) - - - - - 138,891,404 

内

訳 

35 生産者の負担金充当分 - - - - - 15,026,303 

36 県の生産者積立助成金充当分 - - - - - 123,865,101 

37 機構の生産者積立助成金充当分 - - - - - 0 

 

⑨ 特別の積立金造成状況 

（単位：円） 

区 分 黒毛和種 褐毛和種 
その他 

肉専用種 
乳用種 乳用交雑種 合計 

期首残高    5,476,791  5,476,791 

増

加 

積立金    0  0 

運用益    844  844 

小計    844  844 

減

少 

普通財産へ繰入    2,665,800  2,665,800 

生産者積立準備金へ繰入    0  0 

償還円滑化積立金へ繰入    0  0 

小計    2,665,800  2,665,800 

期末残高    2,811,835  2,811,835 
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⑩ 償還円滑化積立金造成状況 

（単位：円） 

区 分 黒毛和種 褐毛和種 
その他 

肉専用種 
乳用種 乳用交雑種 合計 

期首残高  127,601  287,451 8,955,188 9,370,240 

造

成

内

訳 

機構補助金      0 

青森県補助金      0 

生産者負担金      0 

合計  0  0 0 0 

特別の積立金より繰入額  0  0 0 0 

運用益  244  549 17,110 17,903 

全国協会への償還額  0  0 0 0 

期末残高  127,845  288,000 8,972,298 9,388,143 

 

 

⑪ 生産者補給交付金交付状況 

（単位：頭、円、人） 

区分 
保証基準価格の 

品種区分 
黒毛和種 褐毛和種 

その他 

肉専用種 
乳用種 

乳用 

交雑種 
合計 

平成27年 

 

1月 1日 

～ 

3月 31日 

交付対象 

頭数① 

販 売      0 

保 留      0 

合 計      0 

②生産者補給金単価      － 

③生産者補給金交付額      0 

(①×②) 不足払部分      0 

積立部分      0 

交付対象生産者数      0 

平成27年 

 

4月 1日 

～ 

6月 30日 

交付対象 

頭数① 

販 売      0 

保 留      0 

合 計      0 

②生産者補給金単価      － 

③生産者補給金交付額      0 

(①×②) 不足払部分      0 

積立部分      0 

交付対象生産者数      0 

平成27年 

 

7月 1日 

～ 

9月 30日 

交付対象 

頭数① 

販 売      0 

保 留      0 

合 計      0 

②生産者補給金単価      － 

③生産者補給金交付額      0 

(①×②) 不足払部分      0 

積立部分      0 
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交付対象生産者数      0 

平成27年 

 

10月 1日 

～ 

12月 31日 

交付対象 

頭数① 

販 売      0 

保 留      0 

合 計      0 

②生産者補給金単価      － 

③生産者補給金交付額      0 

(①×②) 不足払部分      0 

積立部分      0 

交付対象生産者数      0 

合 計 

交付対象 

頭数① 

販 売      0 

保 留      0 

合 計      0 

②生産者補給金単価      － 

③生産者補給金交付額      0 

(①×②) 

 

不足払部分      0 

積立部分      0 

交付対象生産者数      0 

 

２．補助事業 

（１）肉用牛繁殖経営支援事業（機構補助・事業費 1,264,839円） 

① 事業内容： 肉用子牛の四半期毎の平均売買価格が発動基準を下回った場合、当該四半期に 

販売又は自家保留された肉用子牛を対象として、発動基準を下回った額の３／４ 

を交付する。（実績なし） 

② 発動基準 

区 分 黒毛和種 褐毛和種 その他肉専用種 

平成27年度 ４２０,０００円 ３８０,０００円 ２８０,０００円 
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③ 交付状況 

（単位：円） 

区 分 
黒毛和種 褐毛和種 その他肉専用種 

頭数 金 額 頭数 金 額 頭数 金 額 

平成26年度第4四半期 － － － － － － 

第１四半期 － － － － － － 

第２四半期 － － － － － － 

第３四半期 － － － － － － 

計 － － － － － － 

 

区 分 
合 計 

頭数 金額 

平成26年度第4四半期 － － 

第１四半期 － － 

第２四半期 － － 

第３四半期 － － 

計 － － 

 

（２）肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強化事業（機構補助） 

① 肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業（事業費 8,585,416円） 

ア 制度運営適正化推進 

肉用子牛生産者補給金制度に係る業務の適正な実施を図るため、肉用子牛の個体識別、

個体登録及び販売・保留・異動の確認等事務推進に努めた。また、家畜市場における肉用

子牛の取引情報を収集し、独立行政法人農畜産業振興機構へ報告を行った。 

イ 指定協会調査指導 

協会の業務規程に基づき、協会が事務を委託する者が行う委託事務の執行についての点

検、調査及び指導を実施し、肉用子牛生産者補給金制度の適正な実施体制の確保に努めた。 

② 指定協会運営体制支援事業（事業費 5,684,607円） 

肉用子牛生産者補給金制度の業務を円滑に遂行するため、独立行政法人農畜産業振興機構

から財政支援を受け、当協会の運営体制の充実を図った。 

 

（３）肉用牛経営安定対策補完事業（機構補助） 

（事業費 32,026,267 円うち補助金 25,851,319 円） 

肉用牛生産が中山間地域の基幹的な農業部門のひとつとして、地域経済の活性化に重要な役

割を果たしていることを踏まえ、高齢化等に対処する肉用牛ヘルパー組織への支援、地域の特

色ある肉用牛振興対策等を実施し、多様な肉用牛経営の実現を図った。 

① 中核的担い手育成増頭推進（補助単価：80,000円、100,000円） 

計画的に高能力の肉専用種繁殖雌牛を増頭した者への奨励金の交付 



21 
 

（44戸、118頭、11,360,000円） 

② 優良繁殖雌牛導入支援（補助単価：40,000円、50,000円） 

優良な繁殖雌牛を導入し繁殖農家に貸し付けた場合の奨励金の交付 

（61戸、102頭、5,100,000円） 

③ 肉用牛ヘルパー推進（補助率：1/2） 

肉用牛ヘルパー利用組合が実施した活動経費に対する補助（3団体 3,588,567円） 

④ 地方特定品種等の振興（補助率：1/2） 

日本短角種等地方特定品種の低コスト生産を行うために必要な放牧地の整備等に対する補助

（2団体 2,063,260円） 

⑤ 山振地域における肉用牛振興（補助単価：2,500円） 

    山振地域在住生産者に対する優良子牛の適正出荷奨励金の交付（309頭、772,500 円） 

⑥ 肉用牛振興推進指導 

推進会議等の開催、事業推進指導の実施（2,966,992円） 

 

（４）家畜改良対策推進事業（国補助 560,000円） 

新規に選抜された生産性の高い系統の優良種雄牛（光茂）の利用促進のため、生産された肥

育素牛(雄去勢)を肥育しその枝肉成績を提供する肥育生産者に対して奨励金を交付した。（28

頭） 

 

３．委託事業 

（１）養豚経営安定対策推進事業（機構委託・事業費 441,879円） 

全国の豚枝肉卸売平均価格が生産コストに相当する保証基準価格を下回った場合、その差額

の８割を補填することにより、養豚経営の安定と豚肉の安定供給を図る事業である。 

本年度は、(独)農畜産業振興機構の委託を受け、事業実施主体となる養豚生産者及び関係団

体への事業説明会を開催したほか、事業内容の問い合わせに対応した。 

また、１戸の養豚生産者と申請事務等委託契約を締結し、生産者が(独)農畜産業振興機構へ

提出する書類の作成代行等の事務を行った。 

  ① 対 象 肉 豚： 全規格の肉豚（全廃棄・自家消費豚は除く） 

  ② 生産者積立金： 1,400円／頭（うち生産者負担額700円） 

  ③ 補填金単価： 平均粗収益が平均生産コストを下回った場合、その差額の8割を補填 

 

４．協会単独事業（自主事業） 

（１）畜産振興対策事業（事業費 50,363円） 

    豚の飼養管理と養豚経営及び農場ＨＡＣＣＰに関する研修会を行い畜産の振興を図った。 

   平成27年度養豚研修会（H27.10.23 青森市）20名 

 

５．肉用子牛生産者補給金の不正受給について 

  平成 18年度に確認された不正受給については、引き続き(独)農畜産業振興機構と協議しながら

返還に係る請求等を行っている。 
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３ 家畜衛生対策 （継続２） 

１．補助事業 

（１）家畜生産農場清浄化支援対策事業（国補助・事業費 11,158,924円） 

症状が明確でない慢性的な伝染性疾病の増加に加え、清浄化が困難な伝染性疾病の発生がみ

られることから、生産者サイドでの自主的・組織的な取組により疾病の清浄化及び発生・流行

防止対策を推進し、損耗防止を図った。 

① ヨーネ病早期清浄化のための自主淘汰の推進 

患畜同居牛の自主淘汰促進： 淘汰奨励費交付頭数 35頭（11戸） 

② オーエスキー病の正常種豚の流通促進 

種豚抗体検査：297頭（1戸） 

③ 農場飼養衛生管理強化対策（農場指導 159戸） 

  ④ 白血病の感染拡大の防止の推進 

     アブトラップ 5牧場、忌避剤 1牧場 

（２）死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業（国補助・事業費 9,013,196円） 

牛海綿状脳症（BSE）の浸潤状況をより正確に把握し、BSE の防疫対策を検証するため、「牛

海綿状脳症対策特別措置法」に基づき、48月齢以上の死亡牛の検査と適正処理の推進を図った。  

死亡牛の管理促進費、輸送促進費及び化製処理費の補助：  48月齢以上  685頭 

（３）獣医師養成確保修学資金貸与事業（国補助・事業費 7,369,652円） 

本県の家畜防疫体制の強化を図るため、本事業の普及啓発を図り、獣医師養成確保修学資金

を貸与した。 

  ① 修学資金貸与者：5名 

  ② 共同負担者：青森県、青森県農業共済組合連合会 

（４）豚丹毒予防接種向上対策事業（市町村補助・事業費 59,805円） 

豚丹毒の発生を防止することにより養豚産業の安定的な発展を図るため、本会が行う豚丹毒

予防接種向上対策事業に要する経費の一部に対し、関係市町村が本会を経由して生産者に補助

金を交付した。 

① 実施市町村： 七戸町、六戸町 

② 補助対象頭数： 3,987頭（１頭当り15円） 

（５）家畜防疫互助基金支援事業（機構補助・事業費 1,669,614円） 

豚コレラ及び口蹄疫等の海外悪性伝染病が発生した場合、畜産経営への影響を緩和するため、

飼養する豚及び牛の淘汰に伴う損失を生産者等が互助補償する仕組への加入推進を図った。 

① 対象伝染病：口蹄疫、牛疫、牛肺疫、アフリカ豚コレラ、豚コレラ 

② 互助金交付：1)法に基づき殺処分した家畜を飼養していた農場が新たに家畜を導入した費用 

2)殺処分又は自主淘汰した家畜の評価額及び焼却・埋却費用 

③ 契約締結状況：（27年度末） 

区 分 契約戸数 契約頭数 積立金額 

牛 823 68,864 9,333,825 
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豚 34 298,021 12,439,420 

計 857 366,865 21,773,245 

 

（６）衛生体制強化基金事業（中央畜産会補助・事業費 53,000円） 

家畜伝染病予防接種推進対策事業の効率的な実施に必要な研修会を開催した。 

生産者及び指定獣医師等を対象とした畜産技術研修会の開催： １回 

 

（７）育成馬等予防接種推進事業（中央畜産会補助・事業費 1,292,475円） 

軽種馬生産地における伝染性疾病の発生流行防止のため、育成馬の予防接種の徹底を図った。 

① 馬インフルエンザ、馬流行性脳炎、破傷風（３種混合）予防接種  323 頭 

② 馬インフルエンザ予防接種   43頭 

③ 馬日本脳炎予防接種         1 頭 

 

２．委託事業 

（１）馬飼養衛生管理特別対策事業（中央畜産会委託・事業費 604,476円） 

馬の生産、流通の広域化等により伝染性疾病の侵入、流行の危険性も大きいことから、競走

馬以外の馬の飼養衛生に関する講習会の開催、基礎調査等を実施し馬衛生管理の向上を図った。 

① 地域馬飼養衛生管理体制整備委員会開催： 1回（H27.8.5 南部町） 

② 馬飼養衛生管理技術地方講習会開催：   1回（H27.11.6 七戸町） 

講師：日本中央競馬会競走馬総合研究所 企画調整室 室長 間 弘子 氏 

講題：「サラブレットの飼養管理と走能力について」 

③ 馬獣医療実態調査： 13戸 

④ 馬飼養衛生基礎技術実習: 1回（H27.11.6 七戸町） 

   講師:イチヤマホースクリニック 獣医師 一山 雄二郎 氏 

   技術指導研修：「臨床実習」「馬のデンタルケア」 

 

（２）農場ＨＡＣＣＰ認証支援地域強化促進事業（中央畜産会委託・事業費 1,919,866円） 

    農場ＨＡＣＣＰに取り組む農場に対して、専門家による農場ＨＡＣＣＰの構築指導を行い、

地域に農場ＨＡＣＣＰ取組の中核となる農家への支援を行った。 

農場指導： 3戸 

普及推進協議会： 1回、地域取組活動： 6回、意見交換会： 1回 

 

（３）馬インフルエンザ等防疫強化特別対策事業（中央畜産会委託・事業費 203,077円） 

    （旧：生産地等馬伝染性疾病防疫強化特別対策事業） 

 馬伝染性貧血の清浄化確保のために必要な基礎情報を得るため、在来馬等について飼養及び

衛生状況の実態調査を行った。（13か所） 

 

（４）馬伝染性疾病防疫推進対策事業（中央畜産会委託・事業費 2,351,619円） 

乗用馬・農用馬等を対象とした馬インフルエンザワクチン接種及び軽種馬の繁殖牝馬を対象 
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とした馬鼻肺炎ワクチン接種の推進並びに感染症対策の普及啓発の検討を行った。 

① 検討会の開催：  1回 

② 馬インフルエンザ予防接種： 149頭（乗用馬 120頭、その他関連馬 29頭） 

  ③ 馬鼻肺炎予防接種：     162頭 

 

（５）地域自衛防疫体制強化推進事業（家畜衛生対策推進協議会委託・事業費 3,336,158円） 

生産段階での防疫演習等の実施、特定悪性慢性感染症の清浄化の推進、これら防疫措置 

の基礎となる家畜の飼養衛生管理基準の徹底、啓発を行った。 

・検討会の開催： 4回、防疫演習開催： 4地区実施 

   ・牛白血病対策モデル型中核農場構築モデル： 1農場 

 

（６）豚流行性下痢まん延防止強化対策事業（中央畜産会委託・事業 2,394,475 円） 

    国が策定した豚流行性下痢（PED）防疫マニュアルに基づき、地域の状況に応じた効果的な消

毒や予防接種の推進などの防疫措置の推進により本病のまん延・再流行の防止を図った。 

    講習会 2回、 調査戸数 31戸 

 

（７）牛せき柱適正管理促進事業（日本畜産副産物協会委託・事業費 511,025円） 

ＢＳＥ発生により途絶えた、畜産リサイクルシステムの機能の回復と豚肉骨粉等の飼料利用

を推進するため、食肉業者と化製業者が原料の引渡し・引受け段階において牛原料を含まない

原料供給の促進を図った。 契約業者数： 3業者   

 

３．協会単独事業（自主事業） 

（１）自衛防疫強化対策事業（事業費 290,114円） 

最近における家畜の飼養衛生の実態を踏まえ、自衛防疫体制の確立と自衛防疫事業の効率的

な推進を図った。 

① 事業推進会議  運営協議会 １回（H28.2.16 青森市） 

県推進会議 １回（H27.7.6 青森市）、地域推進会議 5か所 

 

（２）自主防疫推進事業 (予防接種事業) （事業費 46,314,023円） 

家畜伝染病の発生・流行の防止のため、国・県の指導のもとに、生産者・市町村関係団体及

び地区家畜衛生推進協議会による防疫体制の強化を図りながら、指定獣医師による家畜伝染病

予防接種事業の円滑な推進を図った。 

〇予防接種事業の種類・実績                  （単位：頭、羽） 

種  類 実績数 種  類 実績数 

牛 牛  ア  カ  バ  ネ  病 7,134 豚 豚  丹  毒（不･ｵｲﾙ） 6,000 

牛伝染性鼻気管炎(5種) 7,218 豚  流  行  性  脳  炎 892 

牛伝染性鼻気管炎(6種) 59 馬 馬ｲﾝﾌﾙ･流脳･破傷風(混) 151 

牛クロストリジウム(3種) 6,417 馬 イ ン フ ル エ ン ザ 9 

牛クロストリジウム(5種) 64 馬 流 行 性 脳 炎 34 

牛ヘモフイルス感染症 5,438 馬 鼻 肺 炎 36 
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牛  下  痢（5種混合） 93 鶏 ニューカッスル病(ND) 77,000 

豚 豚  丹  毒（生20ml） 14,796 ニューカッスル病･IB(混) 51,000 

豚  丹  毒（生50ml） 31,303   

 

（３）総合指導事業（事業費 500,205円） 

家畜の疾病が複雑多様化していることから、地域で抱えている家畜衛生対策の課題解決に必

要な事業への助成並びに指定獣医師の技術向上等を図った。 

① 家畜防疫地域活性化促進事業 

（東青地区）産業動物獣医療安定確保対策事業 

獣医師の定期的な肉用牛飼養農家への巡回により、治療・繁殖検査等の診療機会の増加

化を図った。 

② 研修・広報事業 

 ア 地区研修会等開催状況  開催協議会： 5地区、開催回数：6回 

 イ 広 報（5地区）    発行回数：   延 32回、発行部数： 3,913部 

③ 家畜衛生功労者表彰 

    ア 表彰規程第２条第１項（生産者等）： 2名 

    イ 表彰規程第２条第２項（指導者等）： 5名 

 

（４）自衛防疫指導事業（事業費 3,783,000円） 

地区家畜衛生推進協議会が行う自衛防疫関連事業及び研修広報事業等について、寄託金を財

源として事業の円滑な推進を図った。（東青、三八、上十三、むつ、津軽） 

 

（５）家畜防疫互助推進事業（事業費 312,639円） 

家畜防疫互助基金造成等支援事業の推進を補完した。 

 

（６）死亡牛処理管理促進事業（事業費 540,504円） 

死亡牛処理に係る産業廃棄物処理票（マニフェスト）の保管・管理等の適正化を促進するこ

とにより、死亡牛処理の円滑な推進を図った。（取扱い頭数 2,205頭） 

 

 特 別 会 計  

１．牛の検査材料保冷施設特別会計 （事業費 8,693,158円） 

（１）牛海綿状脳症対策特別措置法に基づく、48月齢以上のすべての死亡牛を管理するため、県が

設置した「牛の検査材料保冷施設」の管理委託を受け運営した。 

① 設 置 場 所： 野辺地町（畜産研究所内） 

② 年間取扱頭数： 695頭 

 

（２）牛海綿状脳症清浄化推進対策事業（県委託・(1）の内数で事業費 1,257,172円) 

牛の検査材料保冷施設における死亡牛のＢＳＥ検査に係る採材補助業務を行い、当該検査の

円滑な推進を図った。 
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 付 表  

（１）自主防疫推進事業実績（平成27年度） 

① 家畜伝染病予防接種実績頭数 

                                       （単位：円/頭・羽） 

区   分 
27年度 

計画頭数 

実績頭数 

合 計 

地区別実績頭数 

東 青 三 八 上十三 む つ 津 軽 

(1) 補助事業        

馬 

馬ｲﾝﾌﾙ･流脳･破傷風(混) 310 323  296 27   

馬 イ ン フ ル エ ン ザ 40 43  43    

馬 流 行 性 脳 炎 10 1  1    

馬 鼻 肺 炎 120 162  141 21   

馬インフルエンザ(自衛) 133 149 13 88 45 3  

(2) 協会事業        

豚 

豚  丹  毒（生20ml） 14,600 14,796  555 11,394  2,847 

豚  丹  毒（生50ml） 37,000 31,303  10,222 21,081   

豚  丹  毒（不･ｵｲﾙ） 6,000 6,000  6,000    

豚 流 行 性 脳 炎 1,000 892   892   

豚パルボウイルス感染症 0 0      

豚流脳・パルボ(混) 0 0      

牛 

牛 ア カ バ ネ 病 7,850 7,134 238 1,443 3,668 1,181 604 

牛伝染性鼻気管炎(５種) 7,350 7,218 207 1,258 4,092 1,297 364 

牛伝染性鼻気管炎(６種) 75 59 59     

牛クロストリジウム(３種) 7,530 6,417 311 662 3,288 1,567 589 

牛クロストリジウム(５種) 100 64    64  

牛ヘモフイルス感染症 5,930 5,438 141 1,037 2,731 1,149 380 

牛 下 痢（５種混合） 70 93 71    22 

馬 

馬ｲﾝﾌﾙ･流脳･破傷風(混) 135 151 13 111 24 3  

馬 イ ン フ ル エ ン ザ 35 9  5  4  

馬 流 行 性 脳 炎 25 34 13 18  3  

馬 鼻 肺 炎 20 36  36    

鶏 
ニューカッスル病(ND) 55,000 77,000 19,000    58,000 

ﾆｭｰｶｯｽﾙ病 ･IB(混 ) 41,000 51,000 5,000    46,000 

 

 


